
「按針祭」で艦艇広報　静岡・伊東市
用
制
服
試
着
な
ど
を
行
い
、
白
い
制
服
を
着
て
「
船
の
人
と
同
じ
洋
服
だ
」
と
喜
ぶ
子
供
か
ら
、

例
年
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

川
県
横
須
賀
市
）
の
横
須
賀
音
楽
隊
が
参
加
。
ジ
ャ
ズ
や
マ
ン
ボ
な
ど
多
彩
な
ア
レ
ン
ジ
を
加

按
針
祭
は
、
日
本
に
は
じ
め
て
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
日
本
初
の
洋
式
帆
船
建
造
に
尽
力
し

ぶ
る
と
と
も
に
、「
航
空
自
衛
官
の
後
輩
を
募
集
中
で
す
」
と
隊
員
募
集
Ｐ
Ｒ
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
な
ぎ
さ
公
園
で
行
わ
れ
た
太
鼓
合
戦
に
は
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
（
浜
松
市
）
の

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
多
角
的
な
支
援
を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
組
織
や

施
。
そ
の
隣
で
は
陸
上
自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
の
第
１
戦
車
大
隊
が
９
６
式
装
輪

架
４
個
を
同
時
に
運
べ
る
の
で
す
ね
」
と
、
装
備
品
の
能
力
に
感
心
し
な
が
ら
見
学
す
る
大
人

海
上
自
衛
官
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
「
頑
張
れ
！
」
と
の
声
援

「
掃
海
艇
と
水
中
処
分
母
船
で
は
活
躍
す
る
場
面
が
違
う
の
で
す
ね
」「
自
衛
隊
の
救
急
車
は
担

伊
東
港
耐
震
岸
壁
に
は
、
海
上
自
衛
隊
の
水
中
処
分
母
船
３
号
が
寄
港
し
て
一
般
公
開
を
実

え
た
楽
曲
で
来
場
者
を
魅
了
し
、
曲
の
合
間
に
「
み
な
さ
ん
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
我
々

た
三
浦
按
針
（
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
）
を
顕
彰
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
は

ま
た
、
観
光
会
館
で
行
わ
れ
た
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
（
神
奈

「
龍
武
太
鼓
」
が
参
加
。
夕
暮
れ
の
海
岸
で
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
て
来
場
者
の
魂
を
揺
さ

任
務
、
親
近
感
の
向
上
を
目
的
と
し
た
広
報
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。

ら
１
１
日
（
日
）
の
間
、
伊
東
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
３
回
按
針
祭
」
を
支
援
し
た
。

装
甲
車
や
救
急
車
の
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、
静
岡
地
本
が
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
子
供

ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
家
族
連
れ
が
来
場
し
て
祭
り
を
楽
し
ん
だ
。

も
。
最
終
曲
後
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
が
鳴
り
止
ま
ず
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

潜水艦｢うずしお｣艦長が母校の後輩を激励
水
艦
の
任
務
や
同
艦
の
機
能
、
潜
航
の
原
理
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、

岡
地
本
長
が
同
校
を
訪
問
し
て
、
特
別
公
開
へ
の
参
加
を
学
校
長
へ
案
内
。
２
、
３
年
生
の
生
徒
１

工
夫
な
ど
を
、
乗
員
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
説
明
し
た
。
更
に
、
昨
年
末
か
ら
女
性
に
も
潜
水
艦
勤

高
等
学
校
（
磐
田
市
）
の
生
徒
を
引
率
し
た
。

ど
に
使
う
居
住
区
や
食
堂
な
ど
を
見
学
。
イ
ス
の
下
に
野
菜
を
入
れ
る
な
ど
限
ら
れ
た
空
間
を
有
効

活
動
に
努
め
、
学
生
や
学
校
関
係
者
の
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
と
理
解
の
向
上
に
全
力
を
尽
く
す
。

日
本
の
た
め
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
た
ち
を
激
励
し
た
。

士
の
信
頼
関
係
を
感
じ
ま
し
た
」「
乗
員
の
方
々
が
と
て
も
気
さ
く
で
明
る
く
、
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
変

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
８
月
９
日
（
金
）
か

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
８
月
２
４
日
（
土
）、
清
水

生
徒
た
ち
は
同
校
先
輩
の
久
保
田
艦
長
と
と
も
に
潜
水
艦
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
い
よ
い

幹
部
候
補
生
と
し
て
入
隊
し
、
諸
外
国
や
他
省
庁
と
の
交
渉
を
は
じ
め
計
画
作
成
や
予
算
獲
得
ま
で

が
ら
も
男
女
の
差
な
く
仕
事
が
で
き
る
潜
水
艦
勤
務
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。

っ
た
感
想
が
あ
っ
た
。

自
身
が
市
ヶ
谷
防
衛
省
の
海
上
幕
僚
監
部
で
勤
務
し
た
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
般
大
学
卒
業
後
に

６
人
と
教
職
員
３
人
が
参
加
し
た
。

務
が
開
放
さ
れ
、
今
回
も
女
性
自
衛
官
が
試
験
的
に
乗
艦
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
隠
密
な
任
務
な

こ
れ
は
、「
う
ず
し
お
」
艦
長
の
久
保
田
真
紀
２
等
海
佐
が
同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
静

活
用
す
る
収
納
法
や
節
水
の
大
切
さ
、
音
で
存
在
を
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
大
き
な
音
を
出
さ
な
い

そ
し
て
艦
内
奥
に
進
み
、
航
行
指
揮
や
舵
を
と
る
発
令
所
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
、
乗
員
の
就
寝
な

わ
り
ま
し
た
」「
国
防
の
最
前
線
で
任
務
に
就
け
る
こ
と
に
と
て
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」
な
ど
と
い

港
袖
師
埠
頭
（
静
岡
市
）
に
入
港
し
た
潜
水
艦
「
う
ず
し
お
」
の
特
別
公
開
に
、
静
岡
県
立
磐
田
南

よ
艦
上
ハ
ッ
チ
か
ら
水
面
下
に
あ
る
艦
内
へ
。
ま
ず
幹
部
専
用
の
士
官
室
で
、
久
保
田
艦
長
自
ら
潜

幅
広
い
業
務
が
で
き
る
幹
部
自
衛
官
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
紹
介
。「
将
来
は
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

見
学
を
終
え
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
潜
水
艦
は
乗
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
て
、
仲
間
同

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
部
隊
と
連
携
し
艦
艇
広
報
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
た
積
極
的
な
広
報


